
世
主
な
自
問
噛
珊
〈
?
ル
は
べ

i

ジ
〉
A
M

2暴亀

臨時寵議会@

問
問
と
横
浜
、
川
締
、

市
の
た
め
の
品
用
水
計
調
で
あ
っ
て
、
相

撲
川
の
水
利
種
を
も
ち
、
相
横
山
川
と
深

い
間
関
係
を
も
っ
て
仲
間
寵
す
る
沿
岸
や
下

滋
旧
一
町
村
の
将
来
に
対
す
る
配
慮
が
感

じ
と
れ
な
い
」
と
し
、
「
相
模
川
総
合

同
開
発
と
い
う
よ
り
京
浜
地
夜
間
氷
誤
爾

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
。
」
と
、

強
い
不
満
を
衰
弱
し
ま
し
党
S

29， 000部発行@

日
反
対
理
一

早
塚
市
は
、
県
控
訴
し
て
き
た
こ
の
稲
一
れ
て
く
る
、
と
み
て
い
ま
す
。
当
羽
田
、
一

模
川
総
合
開
発
計
騒
が
実
現
さ
れ
れ
一
真
係
部
な
反
対
理
由
は
次
の
と
お
り
。
一

ば
、
流
域
の
関
係
市
街
村
の
将
来
を
は
一
位
穏
模
川
か
ら
水
を
引
い
て
農
業
を
営

民
む
か
ず
か
ず
金
密
出
闘
が
引
き
起
こ
さ
一
ん
で
い
る
次
の
二
地
域
は
、
す
で
に
一

M
m
州
州
制
限
刊
山
川
閉
山
山
川
M
m
出
川
脱
出
閉
山
川
川
州
日
判
断

M
M
山
川
山
山
川
川M
l
v
M山
山
山
川
川
山
川
引
阿
川
川
日
札
山
江
川
川
叩
川
川
叩
山
:
刊
日
江
川
川
川
山
川
山
川
ド
ド
ド
い

N
U
同
川
川
川
川
川
川
け
いM
M

廿
仏
印
ド
h

第
留
次
追
加
，
吏
債
)
一
千
万
円
の
ほ
か
、
震
宮
の
畏
量
、
河
内
農
水
路
計
画
調
マ
社
会
福
祉
干
十
九
万
余
耳
目
街

補
助
官
官
、
勉
方
交
付
税
な
ど
を
あ
て
ま
資
委
託
斜
、
退
骨
土
墜
線
計
画
福
岡
灯
議
山
首
費
補
助
金
(
四
十
灯
ハ
サ
追

正
予
算
の
内
容
し
た
。
額
裏
話
、
後
谷
八
構
築
線
加
)
母
子
守
須
毒
事
整
備
、

昨
冬
T
Zの
十
一
一
月
定
例
市
議
金
で
事
決
一

J
I

支
出
歯
で
一
追
加
増
額
)
た
計
額
街
時
間
測
量
甚
説
日
制
、

γ
桑
田
地
市
管
住
宅
謹
設
三
事
費
追
加
(
タ
ぽ

支
出

さ
れ
た
、
市
の
一
一
一
十
重
度
一
般
会
計
も
の
の
う
ち
主
な
も
の
は
覇
幹
線
毒
排
水
路
翼
賛
戦
技
師
訴
事
ず
ら
百
一
一
万
円
を
ま
わ
す
)

第
四
次
追
加
箆
正
ヰ
葬
の
内
容
は
、
あ
次
の
ど
お

D

で
す
。
災
土
地
戸
前
回
世
蛍
叩
理
事
業
負
制
出
会
追
加
マ
保
健
衛
生
費

a
六
世
田
五
十
コ
一
方
一
余
円

ら
ま
し
次
の
と
お
白
で
し
た

J
V

役
所
費
@
七
百
八
十
七
万
余
円
増

d
H

ハ
す
な
ど
。
増
汁
汁
小
部
一
ダ
ン
プ
カ
ー
出
納
入
、
献
が

ζ

の
ヰ
葬
で
は
、
収
玄
関
函
に
五
千
四
金
計
機
鰭
入
、
人
件
費
諾
経
費
増
加
マ
教
育
費
@
九
官
十
一
万
余
円
増

H
松
器
付
制
愈
騒
な
戸
新
築
、
犬
神
符
鶏
作

百
九
土
ハ
万
円
を
増
編
、
こ
の
結
果
、
骨
な
ど
。
嵐
会
民
館
新
築
工
事
費
追
加
、
問
繍
葉
市
務
緒
、
小
指
?
と
予
訪
ワ
ク
チ

市
の
一
般
金
計
予
算
絡
額
は
八
億
九
千
円

V
土
木
賞a
二
千
古
七
十
九
万
余
円
増
品
潜
入
賞
話
磁
設
費
、
浜
展
中
理
税
ン
代
、
訪
疑
問
薬
剤
@
予
防
ワ
ク
チ

H

桜
ケ
丘
上
平
塚
線
道
路
新
設
改
良
案
磐
田
設
備
、
江
陽
中
水
涜
一
健
所
井
、
/
代
追
加
、
へ
、
獣
焼
却
炉
実
造
そ

工
事
、
露
関
幹
道
六
号
線
講
新
設
一
窃
り
蓄
え
、
商
業
高
校
室
内
電
の
他
。

改
良
工
事
(
神
田
)
、
土
郡
東
宮
線
灯
、
祭
出
小
田
講
堂
繍
修
各
工
事
マ
産
業
経
海
嶺
@
五
百
九
十
万
余
円
増

滋
路
間
創
設
改
良
工
事
、
道
路
用
地
襲
、
人
件
費
語
経
費
増
加
骨
な
ど
日
土
沼
山
農
協
詩
建
前
世
田
畑
事
業
補
助
金

飆II!II 

帝政局報

は
地
勢
が
高
い
と
は
い
え
ず
、
堤
訪

の
改
修
だ
け
で
、
洪
水
持
、

ζ
の
鍛

域
を
守
り
き
れ
な
く
た
ろ
う
。

一
平
塚
市
が
、
首
富
重
苦
よ
る

市
街
地
開
発
伏
域
の
指
定
を
受
け
る

ζ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
す
で

に
住
宅
昼
間
告
、
相
模
問
者
岸
に
工

場
伺
践
を
売
収
、
整
地
に
描
哲
学
し
て

い
る
。
工
場
公
援
も
臨
ぢ
か
い
ば
か

D

か
、
そ
の
胃
辺
に
は
、
続
々
工
場

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
県
の
計
画
は

ζ
の
工
場
群
が
必
要
と
す
る
工
業
用

水
を
お
び
や
か
す
も
の
で
あ
る
。

工業用水にとられて

こちとらチヨッピリじゃあねえ森民畠志

@毒襲毒事曜善命@曜量移毒事鯵

1.今年は全部約な再評価を行いました。

2. あなたの資産評課が 1;、くらか自由にみれます。

3. 不服がある場合は 3 Jj 30fl 迄に申議出来ます。



と
開
票
一
一
一
自
民

一
猛
毒
の
一
塁
脂
溶
露
店
は
一
時
錦
繍
賜
時
叫
師
恥
抗
明
。
集
欄
持
牒
札
叩
叩

履
け
尚
一
需
益
課
豆
世
話
一
公
水
武
武
公
時

'
5

に
だ
子
募
業
所
を
所
ま
川
ん
、
管
の
も
の
が
、
な
主
喜

げ
ま
すo
m
v
i揮
で
き
る
人
は
、
土
一
ヤ
で
?
?
附
白
河
制
盟
七
柄
欄
針
ル
生
峨
抗
日
町
入
叩
附
努
し
て
編
集
し
て
い
る
の
で
す

費
量
審
議
事
国
選
挙
人
議
ア
リ
場
見
見
守
'
で
・
で
生
け
調
探
知
百
七
加
川
か
ら
。
そ
れ
に
こ
の
経
費
も
ほ
か
な

に
の
っ
て
い
る
人
で
、
次
に
該
当
し
な
一
進
一
ア
会
問

ω
均
的
∞
同
町
制
榊
沈
ま
'
て
剖
剖
沢

4

綜
t

日
制
ヤ
レ
お
正
月
だ
っ
た
と
お
も
い
ま
つ
騎
の
出
雪

Z

わ
け
な
の
芯
ず
ら
ぬ
み
芸
ん
の
税
で
ま
か
な
っ
て

器
官
在
器
一
射
お
ご
い
日
目
岡
山
五
日
間
臨
時

R
T
盟
問
日
制
駐
日
時
駐
日
間
ぃ
誌
は
詩
ト
ド
軒

J能
一
世
立
註
一

m一
一
一
抗
告
一
一
一
一
品
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
出
諮
問
問
問
一
一
諮
問
出
町
四
軒
目
前

時
ま
で
各
工
区
い
っ
せ
い
握
手
寄
付

f
m
与
問
第
ら
さ
問
問
沢
加
屋
金
城
鈴
神
大
一
酬
と
、
ま
プ
、
気
?
季
語
化
と
い
う
わ
け
で
す
。
県
下
嘉
め
広
報
紙
の
長
を
し
て
い
る
う
ち

ま
す
。
@
裏
面

m援
の
と
す
。
で
次
と
射
第
ら
跡
好
、
。
冷
}
ノ
士
山
沿
〉
割
、
ノ
一
川
の
こ
と
ば
蓄
え
ば
、
ム

l
ド
で
す
一
l
l
i

一
に
、
わ
で
毒
さ
れ
て
い
る
ス
ベ

課
'
き
注

o
か

3
m
h
m見ぽ
仇
情
仇
佳
一
間
ね
、
童
書
ム
L

の
な
か
て
一

3
v
i
ス
が
な
く
な
D
ま
し
た
。
た
だ

門
店
内
汁
一
日
間
一
日
堂
社
目
立
仰
は
た
い
制
ケ
ク
ア
ア
ア
一
川
お
正
月
を
む
か
え
る
乙
と
が
で
晃
一
番
欝
日
今
一
一
平
六
豊
富
予
算
の
審

議

2
1

号
須
賀
ハ
食
館
、

(
j
;
;
j
j
i
l
l
i

一
川
と
は
申
せ
ま
し
ょ
う
。
一
議
費
恥
郊
で
、
各
震
予
算
事
で
多

量
雲
、
一
一
室
長
事
鱒
鐘
康
鐙
良
家
庭
一
っ
て
い
妻
。
一
州
市
の
立
揖
で
ど
の
一
月
二
十
之
内
し
間
接
っ
て
い
ま
え
助
役
、
震
謀
長

ら
目
会
堂
で
行
な
い
ま
す
。
一
瞬
に
記
念
品
一
宮
家
庭
向
蹴
出
品
一
号
諮
問
河
口
下
い
)
(
芦
口
諮
問

ぃ
同
富
健
康
保
険
課
で
は
、
三
十
四
年
度
一
言
、
奇
皮
肉
に
一
度
も
医
者
に
主
一
州
入
選
し
て
、
豪
の
警
セ
ン
タ
ー
て
の
入
選
で
す
か
ら
、
い
さ
さ
か
鼻
よ
ろ

ζ
ん
で
い
た
だ
け
る
か
と
語

笠
量
俊
民
家
庭
六
軍
事
、
同
一
ら
な
か
っ
党
家
事
言
。
一
酬
で
、
言
言
語
す
る
と
も
高
い
わ
け
で
す
。
乙
控
室
の
警
吉
、
言
語
な
か
な
か
大

阿
保
険
襲
撃
を
対
君
、
記
念
品
を
一
=
川
い
う
お
皇
宗
一
行
事
を
む
か

J量
、
み
な
さ
ん
に
も
よ
ろ

ζ
ん
で
い
た
だ
へ
ん
な
仕
事
で
す
が
、
市
長
の
わ
た

f
jお
く
ば
り
し
て
い
ま
す
。
一
川
し
た
。
き
た
い
。
へ

i
凡
、
モf
D
L
F
、
今
ま
く
し
も
こ
こ
ニ
カ
年
一
闘
で
山
積
し
た

ψ
z
王
一
生
度
か
ら
達
制
一
一
定
問
健
一
審
世
一
川
乙
れ
は
、
全
国
広
報
研
究
会
の
年
予
パ
同
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
が
配
布
さ
事
業
を
片
づ
げ
て
み
な
さ
ん
の
御
負

介
良
家
庭
だ
っ
光
八
十
七
幕
は
お
招
き
一
川
中
行
事
の
ひ
と
つ
で
事
、
余
震
れ
て
も
ろ
く
に
読
ん
で
も
み
な
か
っ
警
乙
た
え
ね
ば
な

P

ま
せ
ん
か

内
七
表
彰
若
手
誌
で
す
。
一
宮
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
催
し
が
あ
る
票
、
そ
ん
な
に
警
な
の
か
、
で
ら
、
の
ん
び
と
て
も
い
ら
れ
ま
せ

輩
記
念
百
聞
記
在
、
書
室
喜
一
川
の
で
す
。
今
年
装
節
目
。
は
認
識
を
新
在
し
て
読
ん
で
み
よ
ん
。
ま
げ
で
健
康
も
翼
手
。

纏
員
か
保
険
審
議
重
に
よ
っ
て
一
全
罰
に
わ
た
担
、
各
都
道
府
県
の
う
ど
昆
な
お
し
て
下
さ
い
よ
。
審
議
一
宝
ハ
年
度
の
仕
事
に
悶
季
語

盤
笈
一
所
、
暴
言
内
は
納
税
笠
間
組
一
予
選
を
パ
ス
し
た
も
の
が
一
紙
づ
警
の
先
生
ガ
の
御
協
力
は
む
ろ
符
を
ね
が
い
ま
す
。
児
童

事

2
9

合
、
ま
た
は
婦
人
会
を
鴻
じ
て
行
な
一

没
愈
し
た
点
防
次
の
と
お
り
で
あ
る
一

①
舟
突
と
か
ま
ど
の
不
備
(
煙
突
は
一

と
く
に
、
震
強
板
に
援
帥
出
し
た
り
磁
一

損
し
て
い
る
も
の
が
め
だ
っ
た
)
一

⑤
お
治
コ
ン
ロ
の
取
れ
扱
い
不
機
一

③
霞
気
配
線
不
良
、
取
り
灰
の
始
末
一

の
惑
い
も
の
。

る
し、

ム

め
だ

な甑
室どみ
きで取
主柱り
量話料
室金

市
一
臨
営
の
諮
問
改
造
反
田
開
獲
盗
事
業
の
議
備
事
務
は
、
昨
年
九
月
去
十
日
神

奈
川
県
知
事
の
事
業
認
可
が
お

b

て
以
来
、
般
担
問
に
す
‘
ふ
ん
で
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
で
は
、
こ
の
反
間
盤
頭
響
議
ム
問
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の
ハ
ム
聞
が
、

予
定
ど
おb
一
月
二
十
八
日
で
お
わ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
選
挙
一
日
程
を
次

の
と
お
り
取
り
決
め
、
第
援
し
ま
し
た
。

輪
一
鶴
崎
選
挙
罷
程
一
幻
自
@
遺
書
、
襲
日
時
監

門2
月
日
・
・
j
i
-
-

一

m
E
@
遊
撃
人
毒
の
確
定
と
委
員
一
重
む
語
、
静
一

定
数
の
ハ
会
。
一
験
再

e

吋
ヨ
ノ
ザ
湘
一

η
守
ヰ
備
察
員
定
数
の
ハ
ム
話
。
一
』

J
4

・

i

一

山
口
一
時
間
同
錦
抗
告
一
特
例
較
泊
仲
間
本
部
で
一

笠
候
補
者
が
定
数
き
え
な
い
一
異
状
乾
燥
と
寄
震
の
時
綴
を
む
か
え
ら
れ
ま
す
。
一
は
一
一
千
六
百
七
十
六
万
円
の
亘
翌
三

と
き
、
ま
た
は
、
ζ
え
な
く
な
っ
て
月
二
十
八
日
か
ら
コ
一
月
二
十
一
一
百
ま
一
消
防
本
部
の
溌
表
に
よ
る
と
、
作
会
巾
一
し
て
お
む
、
近
年
、
年
ご
と
に
増
加
の
一

た
と
き
の
金
口
)
。
唱
で
金
額
火
災
予
防
運
薮
が
く

D

ひ
ろ
ぼ
一
内
の
火
災
発
信
払
七
十
二
祥
一
、
損
麗
額
一
傾
向
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
一

J
H
d
J
h
h
u
h
u
q
h
N
R
H
h
h
u
h
h
u

日
お
お
お-
h
H
K
M
H
M
H
H
H
h

引
h
H
N
U
H
U
H
-
h
H
H
H
H
H
H
h
H
H
H
U
H
H
N
U
N
H
H
H
H
h
h
H

吋h
u

一
く
に
一
一
一
@
四
@
五
月
は
、
防
火
上
、
気
一

外
線
地
域
の
人
口
一
乙
れ
に
対
し
て
、
神
的
以
下
六
学
一
民
の
俄
密
集
地
域
は
、
城
島
、
潤
階
、
土
沢
一
品
臨
時
間
条
件
が
慾
之
、
大
火
を
ま
ね
き
や
一

l
l

減
少
め
だ
っ
一
い
わ
ゆ
る
議
撃
は
す
べ
主
人
一
の
一
一
音
色
百
人
台
と
な
っ
て
い
ま
す
一
す
い
の
で
、
と
く
に
厳
戒
が
の
ま
れ
一
件

←
口
の
減
少
を
み
せ
て
お
担
、
大
き
な
特
一
早
塚
市
の
平
均
密
度
は
、
一
千
五
百
九
一
て
お
担
、
次
の
こ
と
を
ぜ
ひ
守
る
よ
う
一
チ

一
一
資
昭
和
一
一
一
十
年
言
、
一
長
と
い
え
ま
す
。
一
十
一
一
一
人
で
し
た
。
一
呼
び
か
け
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
℃
華
美
し
豪
華
、

五
年
ま
で
の
五
年
間
の
一
市
街
地
の
密
度
一
ニ
露
出
や
寝
る
ま
え
に
お
一
言
し
一
間
部
制
い
諮
問
れ
れ
口
〕

→
誌
に
み
る
と
、
グ
ラ
←
一

L

こ
か
め
る
ζ

と
。
一

夫
妻
、
量
、
六
一
六
千
人
を
突
被
一
向
性
す
た
き
火
や
か
ま
ど
の
語
、
ど
ん
な
一
射
口
調
持
続
訂
以
一
品

婚
な
増
加
議
室
訴
し
、
一
人
口
密
度
は
、
一
宝
刀
キ
口
当
担
、
日
一
の
駒
一
一
ち
い
さ
な
も
の
で
ゑ
出
品

Zに
消
す
。
一

i
i
j
i
i

-
i
-

設
立
弘

m
{

を
中
心
に
金
一
出
、
均
一
市
域
が
六
千
一
ニ
十
一
人
の
密
集
ぶ
白
、
一
時
忠
一
@
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
一
、

i
b、
為
l九

豊
田
な
ど
の
襲
孝
一
ζ

れ
に
続
い
て
大
野
竪
主
千
四
百
五
三
塁
泊
コ
ン
ロ
は
、
使
間
中
に
絶
対
泊
一
し
i
d
+
k
I
J

需
堅
実
な
府
長
率
一
余
人
、
書
、
室
、
旭
、
昔
、
畳
一
時
ご
の
撃
を
し
な
い
こ
と
。
一

を
み
せ
て
い
ま
す
?
一
回
盟
主
千
六
百
人
台
裏
ぇ
、
町
一
皇
蓄
量
使
っ
た
あ
と
は
、
確
実
一

一
に
ス
イ
ヅ
チ
を
切
る
こ
と
。
一

円
一
@
た
ば
ζ
の
吸
い
が
ら
は
、
糾
問
し
て
か
一

一
部
一
ら
捨
て
る
乙
と
。
…
一
巾
の
福
山
批
串
務
所
で
、
保
育
所
の
入
国
四
一
保
育
所
は
、

抗
一
⑦
失
火
し
た
ら
、
一
割
削
も
感
く
、
一
一
一
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
一
病
気
に
な
っ
た

D
し
て
、

尚
一
九
謡
か
局
番
な
し
の
火
決
話
語
。
火
一
ま
す
。
福
祉
事
務
所
の
誌
で
は
、
保
一
ど
う
を
十
分
み
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、

崎
一
事
。
で
、
大
き
な
白
雲
山
用
防
護
へ
一
育
所
の
入
国
申
し
込
み
は
い
つ
で
も
で
一
票
官
に
な
っ
て
子
供
を
あ
ず
か
っ
一
門
市
三
須
賀
一
保
育
所
、

と
裏
の
ま
わ
り
に
、
ζ

も
や
炭
俵
な
ど
一
吉
語
、
小
震
の
入
学
期
を
事
え
古
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
神
回
保
育
所
。
門
私
立
〕

融
制
え
や
す
い
も
の
を
積
ま
な
い
乙
と
一
て
、
麗
児
が
小
学
校
へ
あ
が
る
の
で
、
一
夕
子
供
の
保
育
。
で
お
悩
み
の
方
は
、
担
問
菌
、
明
石
間
保
育
閥
、

@
ナ
供
だ
げ
で
た
き
火
な
ど
さ
せ
な
い
一
い
ま
な
ら
入
留
し
や
す
い
、
と
い
う

ζ

一
む
え
ん
り
ょ
な
く
、
福
祉
事
務
所
か
ふ
額
、
白
百
合
保
育
園
、

門
消
防
本
部
第
表
〕
昨
年
秩
の
火
決
一
と
で
す
。
町
近
く
の
保
育
所
に
む
相
談
く
だ
さ
い
。
闘
、
あ
さ
ひ
保
管
鼠
。

日
時
の
一
円
ム
告
。
選
察
官
円
強
者
の
任

命
。
立
ち
合
い
入
の
選
宵
問
。

門q
A月
M
i
-
-
a

5

日
e

選
挙
期
日
(
投
察
と
関
山
県
〉

7
B
a

品
選
人
確
定
の
会
活
。

S

日
@
躍
す
識
経
験
護
員
の
選
任
。

ち
入
り
検
査

"') 

い
よ
い
よ
四
月
一
尽
か
ら
、
拠
出
回
制
同
国
民
年
人
留
の
保
険
斜
(
掛
け
金
)
の
納

付
が
は
いVま
り
ま
す
。
民
主
謀
が
し
ら
ベ
た
市
内
の
対
象
者
は
、
強
制
加
入

一
万
八
千
五
百
人
、
希
裂
に
よ
っ
て
加
ス
で
き
る
人
間
半
七
百
ほ
ど
で
、

ζ

れ
ら
の
人
は
!
こ
と
し
一
一
一
月
末
ま
で
に
市
川
問
所
べ
加
入
届
げ
を
出
し
、
四
月

か
ら
保
険
制
肘
の
寝
み
ま
て
を
は
じ
め
る

ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

制
度
は
「
自
分
も
一
隠
給
や
年
金
が
も
ら
え
た
ら
:
:
」
と
い
う
ひ
そ
か
な
綴

い
を
も
っ
℃
い
た
人
た
を
の
声
に

ζ
な
え
て
袋
れ
た
も
の
で
「
つ
と
め
て
い

な
い
人
た
ち
の
恩
給
」
制
度
で
す
。
次
に
、
年
金
保
険
制
肘
の
払
い
込
み
方

i ド;ii;i

i!;i111 
53f控室:駐
車jifiii
i 臨時号
長主両 iR

手いて

拠
以
稲
田
日
比
牛
金
制
度
被
保
険
者
で
あ
る
私
た
ち
が
、

g

の
器
開
日
比
に
よ
担
、
い
ち
発
的
に
問
民
年
金
に
加
入
し
、
協

お
う
一
老
後
の
お
い
話
を
保

障
さ
れ
た
こ
と
拡
、
わ

が
国
J
P福
枝
箇
家
と
し

て
歩
ん
ヌ
ヴ
〆
\
う
え
に
、
非
常
に

意
葬
深
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。

世
踏
で
は
い
ろ
い
ろ
乙
の
制
度
に

た
い
す
る
反
論
を
去
に
し
ま
す

明日
鏡品~ ö 芋

報~í0ィ!予

マ
箇
抽
出
@
出
抑
制
宮
の
前
節
綴
(
厚
木
符
パ
ス

同
僕
神
出
駅
下
車
、
歩
い
て
一
一
一
分
)
。
笠
間
歓
@
第
二
種
一
ニ
十
戸

す
構
造
と
織
政
由
@
木
造
車
家
一
間
協
昭
二
十
八
景

G
汽
開
問
@
五

ら



法
、
軍
説
書
、
注
諌
点
な
ど
を
む
案
内
し
て
お
き
ま
す
。

~
子
二
会
開
問
間
隔
遣
の
よ
ラ
な
も
の
で
す
か
ら

ζ

れ
を
滞
納
一
月
や
は
り
重
た
ば
か

D
の
郷
、
町

一
襲
撃
愛
護
観
趨
嬢
磁
綴
襲
一
し
ま
す
と
、
罰
税
徴
収
の
例
に
よ
っ
て
一
明

…
鰭
灘
綴
麟
懇
総
滋
瀦
緩
鑓
醸
織
鶴
議
雄
一
日
度
で
あ
白
も
の
定
D
な
い
窃
や
欠
日

韓
麟
機
騒
鶴
麟
輔
副
鞠
催
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
点
も
あ

D
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一

一
機
滋
趨
鰻
機
緩
綴
織
鰯
鶴
醐
波
組
伊
い
麟
一
十
嵐
民
年
金
に
如
何
日

…
繍
鱗
鰯
議
鰯
欝
輪
錦
鶴
灘
間
以
欝
務
鰯
一
保
険
料
の
免
除
問
叩
い
ま
す
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
み
く
使
命
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
M
-

…
額
欝
:
は
一
一
入
し
た
人
が
、
震
の
払
い
もE

喜
一
一i
i

宣
言
:
;
l
t
i
s
-
-

ご
小
@
中
学
校
、
喜
一

…
欝
欝
議
響
額
一
謀
長
時
軒
日
比
一
塁
手
込
み
を
休
ん
だ
盤
宮
津
譲
住
持
行
持
揮

f
L
一
お
の
蓄
薬
会
君
主
あ
げ
て
い

巌
鯵
緩
幾
重
重
要
議

U
J均
一
一
る
が
成
人
教
育
に
も
十
詰
婦
で
き
る

…
麟
鰻
総
務
、5
一
て
保
険
斜
の
免
警
警
き
と
が
で
一
長
す
ぎ
て
、
蓄
の
年
金
を
受
け
る
に
一
続
け
て
い
ま
す
。
塁
警
は
、
乙
の
一
〈
の
支
所
長
所
き
書
く
だ
さ
一
マ
店
長
一
一

一
麟
麟
饗
人
号
室
き
ま
す
。
一
著
書
を
み
た
主
主
で
喜
一
ほ
か
に
ま
だ
福
往
年
金
の
対
象
と
な
る
一
ぃ
。
一
体
裏
の
行
事

…
纏
輯
欝
欝f
v
J一
乙
の
免
除
を
受
け
て
、
保
監
を
よ
か
っ
た
喜

5
5
3

一
人
2
3
5
i

てL
I
l
i
-
-
一
語
審
表
彰
式

J
W建
轄

麟
麟
麟
鱗
譲
譲
轡
い
け
る
覇
が
み
じ
か
く
な
る
と
、
そ
一
い
も
と
さ
れ
て
き
ま
す
。
一
白
、
で
き
る
だ
け
皐
く
襲
撃
宇
一
設
さ
ん
す
け
あ
い
一
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
金
。

5

日
間

鱒
鱗
麟
欝
麟
欝
鱗
盤
一
・
裂
け
者
一
後
に
も
ら
う
金
額
が
す
く
一
任
意
加
入
の
人

ζ

と
し
の
一
四
月
一
ょ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
一
あ
り
が
と
う
一
上
。
芸
品
時
体
育
事
委
員
研

…
灘
器
購
限
協
灘
畿
銀
鱗
議
鱗
議
繍
滋
一
な
く
な
め
ま
す
。
し
か
し
、
再
ぴ
保
一
一
日
に
、
神
間
五
一
一
一
修
会
。
マ
川
崎
百
県
下
親
議
庭
深
大

輔
麟
麟
麟
鱗
機
機
撃
一
\
。
一
十
才
以
主
十
五
才
未
満
の
む
量
に
一
年
金
空
襲
震
去
の

c

一
昨
年
春
の
歳
未
た
す
け
あ
い
重
量
一
金

一
麟
麟
騒
騒
襲
警
一
時
，
按J

仏
刊
一
季
る
人
は
、
重
に
応
じ
て
一
拠
出
制
一
相
談
加
入
題
一
泉
八
十
六
万
七
千
白
百
二
十
八
円
安
一

i
j
ポ
U

引
U
N
l

離
麟
欝
麟
一
ア
山
一
~
伸
一
の
皇
室
に
は
お
ま
、
要
一
向
転
開
店
討
議

J
u
m
m

帥
叫
一
す
け
あ
い
の
お
金
が
あ
つ
昔
、
福
祉
二

2
4
一
一
品

係
車
、
①
覇
覇
襲
撃
J
t
釘
寸
刻
一
拝
見
一
廷
判
ま
せ
ん
と
一
い
っ
て
事
力
ワ
ン
タ

i
五
五
五
汗p
u臨
時
作
目
一
社

L
U
町
一

2
5

一
一
日
間
的
刊
誌
一
誌
に
い
い
し
\
砂
怖
い
一
転
諸
島
野
一
撃
日
一
品
耕
一
鳩
山
一
山
諸

国
豊
富
紙
を
震
い
奪
三
ん
。l一
一
仰
が
一
十
一Z

も
ら
っ
て
い
夫
、
蓄
の
一
害
警
幌
高
一
知
{
川
一
引

自
分
の
一
霊
童
手
艇
に
は
っ
て
③
菩
空
母
以
上
前
納
す
る
と
叡

D
L
F
A
\

程
一
大
学
や
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
一

L
t再
浮
吋
ず
一
の
一
路
削
一
川
崎
川
一
部
肌
脚

市
役
所
の
検
却
を
受
け
る
、
と
い
う
万
一
高
度
の
警
を
受
け
手
。
一
井
、
続
一
失
言
詰
申
書
で
加
入
で
主
主
す
。

-
1
d
ι
練
馬
主
/
ゲ
五
時
叫
ん
札
口
一
回
一

1
8

団
長

訟
で
手
込
ん
で
い
一
た
だ
き
ま
す
。
一
一
一
十
才
の
人
と
一
一
一
十
五
詰
人
を
昭
一
襲
高
め
る
余
裕
が
で
き
た
と
き
一
一
一
お
と
と
し
の
芝
片

J
/
知
一
一
副l

ζ
の
印
昔
、
市
役
所
で
売Dま
こ
とbまZ
、
割
り
お
き
額
は
下
互
に
、
震
を
一
受
げ
て
軽
量
産
一
一
語
年
金

ι畏
十
一
月
か
ら
一
一

O世
一
一
議
吋
シ

r
塾
ご
い
一
概

笠
宮
川
霊
室
保
険
一
刻
家
の
と
お

D
B

ま
す
。
一
ん
で
い
た
期
間
容
の
保
警
、
一
室

L

ペ
掛
け
金
な
し
の
季
嘉
一

)
V
8斗選
一
宮
内

目
下
誌
は
一
控
訴
顧
問
一
三
話
弘
前
訪
日
一
目
持
政
謀
長
一

j
F
f

一
一
一
一

戸3

きぐさ

~g_L j'宵若手"，'，乞
71担九窃a主

簿
一
縄
、
浴
媛
、
台
所
な
ど
Q
V
予
酔
緩
鐙
ニ
平
六
潜
血
円
。

r

d
慈
の
方
法
一
白
蕗
土
谷

5
町
一
十
鴎
円
臨
ま
で
の
一
緒
に
、
荷
役
所

f
e
-
-
i・i
i
1
6
4
a
h

震
命
線
ま
ち
品
究
所
、
出
張
所
態
以
で
、
入
日
間
申
し
込
ム
ん
用
紙
を

E
Z

ぽ
寂
担
、
次
の
響
額
を
間
耐
え
て
申
し
込
む
こ
と
。

①
お
米
の
品
川
綬
〈
一
一
小
す
戸
占

υ
て
な
い
溺
合
体
伎
民
四
時
間
の
抄
本

@
給
与
所
得
者
で
な
い
人
は
、
市
民
税
の
課
税
祉
制
幾
乃

③
婚
約
者
の
掛
合
は
、
時
間
約
訟
服
務
。

偶
応
霧
の
資
格
①
瓦
塚
市
に
、
住
民
登
録
を
し
て
、
市
内
に
一
年

以
上
住
ん
で
い
る
人
で
、
@
)
年
閣
の
所
得
が
、
扶
護
家
族
一
人
当

白
一
万
二
千
円
づ
っ
鰐
除
し
て
二
十
四
万
円
以
下
の
人
で
、
⑧
さ

ら
に
、
現
在
住
培
に
C
ま
っ
て
い
る
ζ
と
が
溺
ら
か
な
入
。

‘
申
し
込
み
潮
間
一
宝
一
路
ニ
十
鴎
尽
か
ら
、
関
ニ
芸
留
ま
で
の

ー
一
臣
織
。
マ
毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
短
時
ま
で
受
け
付
け
。

w
v受

け
付
け
塚
一
朗
@
見
附
川
台
公
金
常
。

一
織
選
門
間
)
マ
一
一
一
月
二
十
五
日
記
前
十
時
何
ず
目
、
見
附
品
目
益
金
援
に

お
い
て
八
ム
間
開
始
議
じ
、
郎
誌
発
零
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(3) 

無料法律相談

商工会議所

後 1 時~4a寺

Eごと

@ 草月

。だれにも替え

ないあな置のf髄

み、心配むとを

そラと訴えてい

~~乏し

J::; 曹@毎月第 1

簡 3 月曜 V 跨~門時

J::;;:: る e .....・u癌後事務所応援豊富

患厳E量・一一一魅入品控醤植は骨

事畠畿内容 e 揖のうえ a 蝿康@家庭
@住震@聡嘩@輯繕@亜再曹@草壁脅

その俄糟神的瞳務的閥草重なんでも

平塚市人権嫌議委員会主催
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蜜
後
の
給
食
場
、
と
も
い
う
べ
砦
金
出
と
世
田
沢
の
小
学
校
給
食
場
怠
完
成
、
今
月
か

ら
給
食
を
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
内
全
小
学
校
の
給
食
実
施
が
察
読
む
た
わ
け

で
す
。
金
出
小
に
河
野
栄
懇
土
が
驚
任
し
た
呂
、
間
同
校
長
撃
を
訪
問
し
ま
し
た

c

特

怒
障
は
富
士
墨
広
報
議
員
会
の
大
(
命
政
援
護
員
長
と
山
口
さ
ん
。

形
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平塚市岡崎に丸島というとこ

ろがある。ここの鎮守駒形神社

の!日1<;を和田笈〈わだのみや〉

とよぷ。招模国風土訟に「背ハ

和問宮トよそF昌フ。王宮ハ村民和田

氏ノモノノミ鎮守トセシ故コノ

鳴アリジナラ γ ト玉三j と載ぜて

いる。

Tこ息環地ままは「大住都丸島村ハ

古昔本郡和田郷ニ農γ」としる

している。 E量徴天皇延喜年間

(901-23) に成ったといわれ

る倭名類家紗という本に「椙模

E重大住郡和田j の郷のあったこ

とがのっている。すでに千年以

前に部落をなしていた古い土地

柄で，この郷の人々の信仰の中

心が和自営であったというわけ

である。

千
年
の
苦
か
ら
部
溶
の
構
摘
を
あ
っ
拍
工

膏
た
と
い
う
、
眠
幽
閉
め
臨
問
問
神
社

わんわん物語

<検商〉
.'ぇ，ルタカスく米 6 プライナプロ〉点代ロー
マの奴隷制度にまつわる史鶴
験アルプスの少女(スイス〉ア
くりひろげられる心あたたま

参サ カス小僧くウオルトデイズユー〉みな
ごの多年がサ-:lJ;;<.に入つての生認を織し

農
と
、
ギ
ン
行
な
う
と
語
、
主
主
事
善

計
z
t
n

上
の
つ
む
う
で
、
収
穫
ぞ
八
月
に
し

一
正
匂
!
た
い
と
き
は
、
熱
期
の
早
い
「
農
ぷ

マ
サ
リ
ソ
を
奨
蹴
げ
号
一
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
穣
ま
き

が
お
く
れ
る
と
き
や
九
月
十
日
。
ろ

水
稲
早
期
裁
堵
の
品
種
ま
で
に
取
白
入
れ
し
た

vと
き
、
っ

門
議
選
課
捜
供
〕
も
ナ
パ
ザ
栄
養
生
長
し
ま
ず
し
、
風
混
ま
り
全
般
に
お
く
れ
め
の
と
き
は

台
風
を
知
ら
な
い
位
(
気
温
が
一
一
向
く
な
る
と
穂
が
で
き
「
ざ
ん
ま
さ

b
い
が
適
当
で
す
。

稲
作
と
し
亡
、
農
弘
一
議
綴
滋
機
察
車
線
積
一
地
で
は
、
条
件
に
瓜
じ
て
品

家
の
闘
む
を
あ
っ

i
れ
T
議
翠
議
種
を
え
ら
ぶ
こ
と
が
と
く
に
た
い
せ

め
て
い
る
水
稲
の
盛
期
栽
培
は
、
昨
シ

4
3
3￡
ペ
得
議
機
線
機
つ
で
す
。

年
、
金
目
・
土
沢
@
柴
田
@
城
島
な
隣
人

i
ぷ
総
務
麟
総
務
畿
V
早
期
栽
日
間
の
筏
耐
は
、
翌
喜
及

ど
を
中
心
に
、
四
五
@
六
ヘ
ク
タ
欝
饗
寄
堅
い
シ
鋭
機
時
議
し
て
い
ま
す
が
、
襲
の
余
地
は
い

i

ル
が
作
付
け
さ
れ
、
反
当
平
均
弘
繍
嬢
鱗
議
鯵
誉
毛
幾
総
機
製
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
し
、
レ

Cご
に
、

富
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
(
九
俵
〉
の
収
欝
議
護
撃
ゑ
議
議
選

ζ
と
1
Jあ
苦
言
一
始
め
て
み
き

且
昆
を
あ
げ
ま
し
た
。
警
宅
、
之
総
%
、
議
ぷ
A
E
h
b
畿
と
お
考
え
の
方
は
、
自
豪
華
童

こ
と
し
さ
ニ
一
事
館
のi
J

一
色
襲
警
や
著
書
議
員
に
色
相
談
に

を
ひ
支
て
、
各
農
家
で
護
が
す3
二
桑
織
機
鱗
鱗
麟
畿
な
る
よ
苦
手
〉
め
じ
ま
す
。

〉
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
議
警
察
議
議
欝
務
懇
援
援
護
欄
鵜V
慶
山
路
諜
で
は
「
ざ
ん
ま
さ
り
」
の

マ
農
産
諜
が
、
、
早
期
裁
援
用
と
し
て
や
す
い
性
質
)
が
高
い
の
で
、
乙
の
種
字
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

奨
励
し
て
い
る
品
種
は
、
「
農
旅
げ
特
性
を
い
か
し
、
①
歳
ま
き
期
す
露
。
希
望
の
方
は
、
護
協
へ
申
し
込
ん

号
」
と
「
ざ
ん
ま
さ
b

」
の
一
一
品
種
め
る
②
奇
何
回
数
を
み
じ
か
く
す
る
で
く
だ
さ
い
。

で
、
い
ず
れ
も
草
状
、
収
脇
島

1
安
定
③
目
標
え
時
期
社
厚
め
る
こ
と
な
ど
日
喜
一
芸
一
喜
一
芸
一
三
喜
一
霊
童
話
霊
喜
一
室
一
塁

性
の
芹
で
き
わ
め
て
す
ぐ
抗
て
い
ま
が
た
い
せ
つ
で
す
。
山
場
長
百
四
に
町
内
で
挺
さ
れ
ま
し
て
な
あ
。
私
れ
で
乙
「
七
年
で
す
。
」
山

す
。
こ
れ
ら
の
品
章
、
富
下
で
星
空
高
月
下
旬
E
M
O皐
め
に
剛
一
ヱ
一
広
か
に
誌
は
断
わ
っ
た
ん
で
事
、
ど
う
も
み
ら
だ
ん
な
は
、
葬
儀
の
と
き
に
は
川

弘
警
響
警F
Z

削
為
市
立
室
生
か
ら
ぜ
ひ
と
い
わ
れ
ま
す

L

わ
れ
ま
せ
ん
で
左
側

2

仏
昨
春
。
網
な
で
お
ろ
し
て
よ
る
急
畿
畿
幾
撃
F

削
減
活
二
制

こ
ん
だ
免
は
、
五
月
襲
の
回
弱
齢
麟
欝
欝
由
員
掘
削
協
謹
一

L
T

岳
山
む
げ
に
七
つ
ぼ
を
向
く
わ
け
に
も
い
「
あ
な
た
も
ち
い
さ
い
と
き
宮
、
川

手
て
て
、
警
奉
仕
の
勢
ふ
る
議
饗
麟
派
:
墓
古
加
と
か
ず
よ
な
か
な
か
で
き
と
い
う
号
、
削

っ
たo襲
警
搬
入
と
な
呂
、
襲
撃
額
響
詩
…
す
一
一
気
騨
蛾
る
一
え
な
み
な
さ
ん
起
し
た
の
で
う
お
せ
が
れ
宝
く
ほ
め
て
お
り
酬

の
み
の5
2

わ
た
長
議
襲
警

J

酬
霊
醐2
5
2童話2
3
2
2
2
3
け
じ
よ
う
。
乙
の
だ
ん
な
は
、
完
の
ま
し
て
な
あ

J
m

案
皇
室
景
気
よ
く
ひ
喜
渡

z

一
流
山
「
こ
ん
ば
ん
わ
、
じ
ん
ぱ
ん
わ

o

」
た
レ
か
一
一
百
む
ろ
、
豪
雪
量
深
夜
の
お
答
さ
ま
の
呂
器
、
ま
川

っ
て
、
今
に
い
党
っ
た
と
い
う
。
ー
や
護
霊

e

削
し
き
り
に
だ
れ
か
が
霊
互
い
て
霊
に
ス
ピ
]
力
1
5

等
、
f
私
た
ち
の
一
人
一
人
と
、
い
か
に
附

仁
だ
か
ら
、
ぞ
み
離
籍
瞬
間
仰
い
ま
す
。
雪
十
時
ち
か
く
な
っ
て
「
市
民
家
な
さ
ん
、
樹
立
し
て
親
し
い
仰
で
あ
る
か
、
ぃ
?
に
霊
山

5
2
3
3
5
5
i
!
?
と
い2
2
ホ
一
時
ぐ
議
均
一
一
一
担
ぐ
空
撲
の
お
多
同
一
一
…
…

と
べ
り
の
計
約
灯
時
ね
れ
ば
日

U
M九
円
齢
世
同
日
間
山
寸
前
祝
日
出
品
川
参
げ
人
材
に
待
っ
た
の
を
若
手
品
さ
れ
る
。
一
室
け
が
件
以
下
抗
日
二
日
目
前
日
間
口
訪
れ
れ
い
〆
科
目
日

空
風
に
裁
を
雪
め
な
が
ら
ち
が
車
業
主
る
ま
さ
砲
に
あ
う
の

P
T
A
嚢
さ
ん
に
せ
が
ん
だ
と

L並
み
は
、
ひ
と
D

の
台
所
と
喜
さ
せ
、
皐
〈
子
供
を
酬
を
か
わ
す
蓄
の
お
ま
ら
で
し
:
ぁ
、
さ
つ
を
し
て
歩
い
て
、
蓄
で
な
み
重
い
さ
っ
し
て
歩
い
だ
そ
う
州

麟
ぃ
向
山γ喜
子
供
た
ち
と
と
い
町
議
作
品
川
元
信
託

U
H
…
均
一
時
十
日
立
昔
話
が
さ
ん
九
円
れ
い
れ
刊
行

U
U

訳
出
諮
問
也
市
封
印
民
一
一
一
日
ち
一
世
話
一
一
一
時
間
ド
ー
さ
ん

J
Z
て
一
襲
撃
意
向
蓋
主
義
の
議
叫
予
の
が
こ
の
金
野
、
吉
田
闘
章
者
選
め
ら
れ
附
一
い
や
あ
、
と
ん
だ
待
望
主
が
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
。
も
う
レ
ッ
ト
長
さ
い
の
国
高
意
。
附

ず
霊
中
島
氏
、
石
川
護
(
薮
露
関
車
部
長
寄
る

o
cの
警
にZ

。
仰
っ
て
す
み
ま
せ
ん
が

2
2
5
E

ま
す
か
、
な
く
な
ら
よ
り
阿
川

設
同
室
長
)
に
追
っ
た
。
警
察
霊
協
桝
列
車
給
食
議
で
整
買
収
主
所
の
お
さ
移
転
附
一
一
一
一
二
三
一
二
一
一
一
主
主
主
主
三
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
喜
一
喜
一
一
=
喜
一
一
三
主
主
主
一
一
一
千
三
一
豆
一
室
内
一
一
向
日
一
一
一
一
口
一

i
一
げ
さ
一
一
一
吾
川

卒
、
み
奮
し
王
将
の
財
政
はζ
れ
を
鴇
す
。
十
六
ょ
っ
た
整
合
は
ん
警
察
も
さ
川
一

2
2
1

ヰ
ロ
判
J
d
玲
奈
た
難
れ
る
承
齢
山

一
一
時
間
許
さ
な
い
。
両
者
の
努
か
も
と
う
と
欝
町
内
一
一
面
♂

ζ
そ
よ
さ
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
だ
口
一
?
と
問
団
融
問
…
を
一
三
一
一
蹴
向

ι
。
州
岬
れ
閣
わ
坊
T
ム
州

首
誌
は
な
げ
日
目
立

M
U
ζ
れ
川
護
こ
の
愚
容
は
い
ろ
行
い
キ
の
脊
新
し
い
需
に
入
つ
…
…
築
士
議
官

L
5
d

脚
立
計
三
浦
山

尚
円
円
れ
て
い
っ
セ
や
が
て
着
任
さ
れ
た
子
。
給
食
費
等
に
若
君
問
題
義
て
大
谷
さ
ん
の
…
思
い
出
雲
、
七
年
山
所
比
抗
崎
明
暗
炉
叩

4
糟
和
問
勅
出
比
川

知
官
官
日
目
臨
時
間
口
日
間
十
日
時
日
オ
日
明
珠
山
向
精
守
口
官
官
時
四
日
出
託
先
的
…

野
か
箆
が
な
い
と
は
」
と
、

P
T
A

と
と
も
ま
し
い
潔
債
の
養
成
も
全
市
一
回
歩
D
が
た
い
下
す
ナ
。
」
汚
そ
う
:
け
令
野
の
く
れ
高
分
を
讃
え
の
で
道
た
に
川

智
雑
記
事
英
語
畿
を
切
っ
調
で
一
進
出
る
わ
け
で
よ
と
教
養
生
男
子
供
ょ
、
立
派
な
よ
い

T
r

り
立
臥
ぽ
パ
畑
出
噺
噺
時
措
献
点
抗
繍
川
川

窪
明
日
持
続
開
問
結
時
間
郡
山

m
m
Yっ
て
く
れ
給
支
。
川

J
T
だ
ご
勺

S
P
2
3
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